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＜連絡事項＞
・来年1/3(金）13：00～約１時間、給与計算ソフトの更新作業処理を行います。サーバー再起動等の処理もある為、上記の時間帯は共有ファイル等が使用出来なくなります。
・新しいＡＥＤの納品は1/6の週になります。古いＡＥＤは新しい機器と交換で引き揚げます。
＜患者様連絡事項＞
・柿木　真吾様～ヒアルロン酸Ｎａ点眼液１本、明日朝より臨時薬が同内容にて３日分、今夕よりＰＬ配合顆粒が３日分処方となります。
＜要注目患者様＞
・柿木　真吾様～昨日23：40に中途覚醒あり、胸部の違和感もあるとの事で継続指示薬（不眠・不穏時）服用しています。違和感については時折あるとの事。以後良眠で経過していますが、深夜帯にて湿性咳嗽聞かれています。本日は作業・リハプロ共に問題なく参加出来ており、洗濯もスタッフに確認しながら行えています。乾燥機のフィルター掃除だけは自身で行えない為、都度スタッフに声を掛ける様伝えています。
・角濱　義弘様～昨日準夜帯は訴えなく他者交流も見られ、19：30服薬後に早めに就床されています。今朝より不安感や体が動かないと頻回に訴えていますが、自ら起床できており、レストランやトイレへ行く際の歩行も至ってスムーズ。スタッフと対面すると急に呼吸が荒くなる事ありますが、切迫感や表情の硬さはなく、継続指示薬も服用せず経過。都度休息を促し、焦らない様伝えています。
・小笠原　文人様～深夜帯2：00にトイレ覚醒あり、再入眠できず洗面所で洗顔しています。時刻を伝え再入眠促すも聞き入れずにゲームをして過ごされています。易怒性なし。本日は奇異行動目立たず、日課も問題なく取り組まれています。ゲーム機使用について時間を決めて行う様アドバイスすると、自ら時間設定し、返却されています。
・井上　和美様～「左奥歯が痛い。」と訴えあり、上下確認しますが、「真ん中だ。」と曖昧な返答聞かれています。松尾歯科受診を希望されており、明日の主治医診察で受診しても良いか自ら確認してみるとの事です。
＜事故ケース＞
R1.12.8(日)20：45発生、異食行為による窒息死亡

●患者様の状況

・事故前の患者様の状況はどうだったのか？
・治験の患者様であり、精神薬はルネスタ（Ｖｄｓ）、バルブロン酸（朝・夕）のみの服用だった様だが、徘徊・着脱行為が頻回に見られていた状態。見守り体制はどうだったのか？
・患者が口にしたオムツは誰の物か？患者本人の物か？排泄物もあった事から、食べ物との認識の上での異食行為が行われたのではないか？

●マンパワーの状況

・介護スタッフが休憩に入り、遅番の体制はなかったのか？

・マンパワー不足は分かるが、20：15にスタッフが休憩に入り、徘徊する患者様達がいて、ＡＣユニットに一人体制では、見守り体制が不十分。

・仮に遅番がいないとして…
→一人体制になる時間帯に倉庫に30分いる事は見守りを30分誰もしていないという事になる。患者様から要求があったとしても、休憩スタッフが戻ってくるまで待ってもらう等の対応をすべきだった。

・臨機応変での休憩体制は出来なかったのか？

●看護技術の問題

・口腔内にオムツが入っていると確認した時、どのような処置だったのか？

・掻き出す行為は、その状況によっては押し込む事にもなりかねない。確かに、オムツだった事で膨張した事は考えられるが、ハイムリッヒや胸部の圧迫等行う事はしたのか？

以上の事から、患者様の状態から見たリスク管理に問題が見られる。
